
 

 
 

                             

       

　
世
界
は
現
在
、
大
変
な
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
あ
る
人
は
「
リ
ス
ク
の
時

代
」
と
い
い
、
他
の
人
は
「
激
動
の
時
代
」
と
呼
び
、
ま
た
別
の
人
は
「
不

安
の
時
代
」
と
も
称
し
て
い
る
。 

　
人
々
の
生
活
は
い
ろ
い
ろ
な
リ
ス
ク
に
晒
さ
れ
て
い
る
。
株
価
は
上
下

に
激
し
く
変
動
し
、
会
社
の
倒
産
や
失
業
の
話
が
マ
ス
コ
ミ
報
道
を
に
ぎ

わ
せ
て
い
る
。
経
済
が
か
く
も
不
安
定
で
あ
れ
ば
、
先
の
見
通
し
が
ほ
と

ん
ど
立
た
ず
、
生
活
設
計
の
基
礎
自
体
が
揺
ら
い
で
い
る
の
だ
。
ま
さ
に
、

生
活
者
に
と
っ
て
「
受
難
の
時
代
」
の
到
来
で
あ
る
。 

　
私
は
最
近
、
ア
メ
リ
カ
に
長
く
住
む
友
人
か
ら
、
切
実
な
内
容
の
手
紙

を
も
ら
っ
た
。 

「
昔
の
同
僚
た
ち
に
は
、
特
に
変
わ
っ
た
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
だ
が
、

私
は
株
の
暴
落
の
た
め
に
、
大
学
を
通
じ
て
貯
め
て
き
た
老
後
の
生
活

基
金
が
激
減
し
て
い
ま
す
。
定
年
制
の
な
い
ア
メ
リ
カ
で
す
の
で
、
退

職
年
度
を
引
き
伸
ば
す
の
が
得
策
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
で
も
、
私
の

よ
う
に
既
に
退
職
し
た
者
に
と
っ
て
は
、
財
布
の
紐
を
一
段
と
締
め
て
、

景
気
の
好
転
を
待
つ
以
外
に
、
打
つ
手
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

ア
メ
リ
カ
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
に
端
を
発
し
た
世
界
同
時
不
況
は
、
退
職

後
の
生
活
を
脅
か
す
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
ま
た
経
済
学
と

経
済
学
者
の
実
用
価
値
を
問
う
て
い
る
の
で
す
が
、
多
数
の
ノ
ー
ベ
ル

賞
受
賞
者
を
含
む
ア
メ
リ
カ
経
済
学
会
の
指
導
者
た
ち
の
声
は
余
り
聞

か
れ
ま
せ
ん
よ
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ア
メ
リ
カ
の
友
人
か
ら
の
手
紙
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友
人
の
手
紙
は
、
い
ろ
い
ろ
な
点
で
大
変
示
唆
的
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。

第
一
に
、
ア
メ
リ
カ
発
の
金
融
同
時
不
況
は
、
庶
民
の
生
活
設
計
を
大
き

く
狂
わ
せ
て
い
る
の
だ
。
特
に
、
投
資
信
託
フ
ァ
ン
ド
が
株
価
暴
落
の
た

め
に
先
細
り
し
、
退
職
後
の
生
活
が
ま
す
ま
す
苦
し
く
な
っ
て
い
る
。
第

二
に
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
学
者
の
存
在
価
値
自
体
が
問
わ
れ
て
い
る
に
か

か
わ
ら
ず
、
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
ひ
た
す
ら
沈
黙
を
守
る
ば
か
り
な
の
だ
。

「
新
し
い
社
会
科
学
」
の
樹
立
が
切
に
待
た
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。 

　
さ
て
、
わ
が
日
本
の
社
会
経
済
状
況
は
ア
メ
リ
カ
の
状
況
と
ど
こ
ま
で

同
じ
で
、
ど
こ
ま
で
違
う
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
日
米
比
較
を
念
頭

に
置
き
な
が
ら
、
次
に
、
生
活
者
に
と
っ
て
の
経
済
と
生
活
設
計
と
は
何

で
あ
り
、
ま
た
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。 

        

　
21
世
紀
に
入
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
発
の
２
つ
の
大
き
な
事
件
が
世
界
社
会

を
震
撼
さ
せ
た
。
そ
の
第
一
の
事
件
は
、
２
０
０
１
年
９
月
11
日
に
発
生

し
た
「
同
時
多
発
テ
ロ
」
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
繁
栄
を
象
徴
す
る
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
ツ
イ
ン
・
タ
ワ
ー
（
正
確
に
は
「
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
」）

が
、
イ
ス
ラ
ム
系
の
テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
さ
れ
た
旅
客

機
に
突
っ
込
ま
れ
て
、
無
残
に
も
瓦
解
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
そ
の
結
果
、

ア
フ
ガ
ン
戦
争
と
イ
ラ
ク
戦
争
と
い
う
「
ツ
イ
ン
の
報
復
戦
争
」
が
ア
メ

リ
カ
部
隊
を
中
心
に
行
わ
れ
た
。
だ
が
、
双
子
の
戦
争
は
初
期
の
目
的
を

十
分
果
た
せ
な
い
ま
ま
に
泥
沼
化
し
、
今
や
「
出
口
」
さ
え
全
く
見
え
な

い
有
様
で
あ
る
。 

　
第
二
の
事
件
は
、
２
０
０
８
年
９
月
15
日
に
発
生
し
た
大
手
投
資
銀
行

リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
破
綻
、
い
わ
ゆ
る
「
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
」

で
あ
る
。
そ
の
前
後
に
も
、
政
府
住
宅
金
融
機
関
の
フ
ァ
ニ
ー
メ
イ
と
フ

レ
デ
ィ
マ
ッ
ク
が
事
実
上
破
綻
し
た
し
、
世
界
最
大
の
保
険
会
社
Ａ
Ｉ
Ｇ

（
ア
メ
リ
カ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
グ
ル
ー
プ
）
も
行
き
詰
ま
り
、

政
府
機
関
か
ら
巨
額
の
救
済
融
資
を
受
け
た
。
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
の
メ

ー
カ
ー
を
代
表
す
る
「
ビ
ッ
グ
・
ス
リ
ー
」（
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
〈
Ｇ

Ｍ
〉、
フ
ォ
ー
ド
、
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
）
が
現
在
極
度
の
業
績
不
振
に
落
ち
込

ん
で
お
り
、
倒
産
な
い
し
瀕
死
寸
前
の
状
態
に
あ
る
。 

　
こ
れ
ら
２
つ
の
大
事
件
は
、
戦
後
長
ら
く
続
い
て
き
た
「
ア
メ
リ
カ
一

極
集
中
」
が
よ
う
や
く
終
焉
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
。

歴
史
を
顧
み
れ
ば
、
19
世
紀
か
ら
20
世
紀
の
初
頭
に
か
け
て
は
、
大
英
帝

国
が
七
つ
の
海
を
支
配
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
保
蔵
の
金
塊
に
裏
打
ち

さ
れ
た
英
国
ポ
ン
ド
が
世
界
の
基
軸
通
貨
で
あ
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦

後
は
、
世
界
の
政
治
経
済
の
中
心
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
移
行
し
、

米
国
ド
ル
が
基
軸
通
貨
の
地
位
を
確
保
し
た
。
そ
れ
で
も
、
戦
後
暫
く
ソ

連
と
の
「
冷
戦
」
と
い
う
ラ
イ
バ
ル
関
係
が
続
い
た
が
、
１
９
８
９
年
の
ソ

連
崩
壊
以
後
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
世
界
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
が
確
立

さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
流
の
極
端
な
「
市
場
原
理
主
義
」
と
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
」
が
こ
の
世
の
春
を
謳
歌
し
て
き
た
。 

　
と
こ
ろ
が
、
同
時
多
発
テ
ロ
の
勃
発
に
よ
っ
て
、
欧
米
文
化
・
社
会
の
意

外
な
（
あ
る
い
は
当
然
の
？
）
脆
さ
が
ハ
ッ
キ
リ
露
呈
し
て
き
た
。
さ
ら
に

ま
た
、
世
界
金
融
危
機
の
発
生
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
流
の
「
強
欲
資
本
主

義
」
の
弱
点
が
見
事
に
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
き
た
。「
ア
メ
リ
カ
の
社
会
経

済
が
危
な
い
、
お
カ
ネ
だ
け
が
全
て
で
は
な
い
の
だ
、
真
に
ゆ
た
か
な
生

活
と
は
別
の
所
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
、
一
連
の
疑
問
が
自

然
に
沸
い
て
き
て
い
る
。
　
　
　 

       

　

 

　 

 

 

　

 

　

 

　

 

　

 

　

 

        

　

 

　

 

　

 

　

 

　

 

　

 

　

 

　
 

　

 

　

 

       

　

 

 

 

　

 

　

 

　

 

       

　

 　

 

　

 

 

 

 

 

　

 

　

 

　

 

 

 

 

 

 

　
　

ア
メ
リ
カ
発
の
2
つ
の
大
事
件

　
　
―
「
同
時
多
発
テ
ロ
」
と
「
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
」
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　「
ア
メ
リ
カ
社
会
が
危
な
い
」
と
い
う
こ
と
だ
が
、
わ
が
日
本
社
会
の
ほ

う
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
、
最
近
20
年
ば
か
り
は
、
い
わ
ゆ
る
「
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
の
大
波
の
中
で
、
世
界
各
国
の
政
治
経
済
が
概

ね
一
様
化
、
ハ
ッ
キ
リ
い
っ
て
「
ア
メ
リ
カ
化
」
の
傾
向
に
向
か
い
つ
つ

あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
人
々
の
使
用
言
語
が
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ
ツ

語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ロ
シ
ア
語
、
ア
ラ
ビ
ア
語
、
中
国
語
、
日
本
語
な
ど
と

分
化
し
て
い
る
よ
う
に
、
世
界
の
社
会
や
文
化
も
実
に
多
様
で
あ
り
、「
こ

れ
一
つ
で
決
ま
り
」
と
一
括
で
き
る
よ
う
な
状
態
で
は
な
い
の
だ
。
次
に
、

リ
ス
ク
と
国
民
性
の
視
点
か
ら
、
本
来
の
日
本
社
会
と
ア
メ
リ
カ
社
会
の

間
の
異
同
を
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。 

　
私
が
子
供
の
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
北
風
の
吹
く
冬
の
季
節
に
な
る
と
、

子
供
会
の
グ
ル
ー
プ
が
隊
列
を
組
ん
で
、
隣
近
所
を
徘
徊
し
た
も
の
だ
っ

た
。 「

マ
ッ
チ
一
本
、
火
事
の
も
と
、
火
の
用
心
、
火
の
用
心
。 

ネ
コ
を
蹴
っ
て
も
、
コ
タ
ツ
を
蹴
る
な
、
火
の
用
心
、
火
の
用
心
」 

　
木
造
の
密
集
地
域
に
住
ん
で
い
た
人
々
の
間
に
は
、
ア
メ
リ
カ
流
の
強

者
対
敗
者
と
い
う
格
差
意
識
よ
り
も
、「
皆
お
互
い
さ
ま
、
持
ち
つ
持
た
れ

つ
で
す
」
と
い
う
よ
う
な
社
会
連
帯
感
情
が
強
く
流
れ
て
い
た
。 

　
リ
ス
ク
と
国
民
性
―
―
こ
の
両
者
は
最
近
ま
で
、
日
米
の
間
で
際
立
っ

た
対
照
を
示
し
て
い
た
。
そ
れ
に
関
し
て
は
、
広
瀬
弘
忠
教
授
（
東
京
女

子
大
学
）
な
ど
の
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
、
興
味
あ
る
国
際
的
な
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
（
１
９
９
２
〜
９
３
年
）
が
あ
る
。
広
瀬
調
査
を
土
台
に
し
て
、

私
が
若
干
の
手
を
加
え
た
の
が
図
１
で
あ
る
。 

　
日
本
や
ア
メ
リ
カ
で
分
析
対
象
と
な
っ
た
共
通
の
リ
ス
ク
要
因
は
、
核

廃
棄
物
、
エ
イ
ズ
、
麻
薬
、
原
子
力
発
電
、
火
力
発
電
、
電
磁
場
の
６
つ
で

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
要
因
に
つ
い
て
、
社
会
全
体
の
見
地
で
一
体
ど
の
程

度
の
リ
ス
ク
が
あ
り
、
ま
た
個
人
や
家
族
の
個
人
レ
ベ
ル
で
一
体
ど
の
程

度
の
リ
ス
ク
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
各
要
因
に
つ
い
て
「
社
会
全
体

の
リ
ス
ク
」
と
「
本
人
や
家
族
の
リ
ス
ク
」
が
ほ
ぼ
一
致
す
れ
ば
、
そ
れ
に

 

　

 

　

 

        

　

 

　

 

　

 

　

 

　

 

　

 

　

 

　

 

　

 

　

 

       

　

 

 

 

　

 

　

 

　

 

       

　

 　

 

　

 

 

 

 

 

　

 

　

 

　

 

 

 

 

 

 

　
　

　
　リ

ス
ク
と
国
民
性
―
日
本
と
ア
メ
リ
カ

　
　
　
　
　

　

　 　

　

　

 

　 　

　

　

　

 

　

 

麻薬麻薬

核廃棄物核廃棄物

原子力発電原子力発電

〈本人や家族への危険〉

〈社会全体への危険〉

ある　4

ある程度ある　3

少しある　2

ほとんどない　1

ほとんどない 少しある

火力発電

電磁場 原子力発電 麻薬

エイズ

核廃棄物

ある程度ある ある

エイズ
麻薬

核廃棄物

火力発電電磁場

原子力発電

日　本

アメリカ

45○

（広瀬弘忠「リスクの発想は定着したか」『エネルギー・レビュー』
1998年2月号をもとに筆者が若干改訂）

図1 リスク感の日米比較（1992～93年）
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対
応
す
る
点
は
四
十
五
度
線
の
近
く
に
位
置
す
る
は
ず
で
あ
る
。 

　
図
１
か
ら
明
白
に
読
み
取
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
日
本
に
お
い

て
は
、
た
と
え
社
会
全
体
で
リ
ス
ク
が
相
当
に
存
在
す
る
と
し
て
も
、
本

人
や
家
族
の
生
活
は
（
地
域
や
政
府
に
よ
っ
て
）
無
事
守
ら
れ
て
い
る
と

い
う
「
安
全
保
護
意
識
」
が
非
常
に
根
強
い
こ
と
だ
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ア

メ
リ
カ
は
日
本
よ
り
比
較
的
に
リ
ス
ク
の
大
き
い
社
会
で
あ
る
ば
か
り
で

な
く
、
本
人
や
各
家
族
が
自
己
責
任
で
も
っ
て
各
種
の
リ
ス
ク
に
対
処
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　
日
本
人
の
リ
ス
ク
観
は
、
近
年
変
化
し
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。
な
る
ほ
ど
、

地
域
社
会
や
家
族
間
の
連
帯
が
弱
ま
る
一
方
で
、「
私
の
こ
と
は
干
渉
し

な
い
で
！
」
と
い
う
個
人
主
義
的
傾
向
が
徐
々
に
強
ま
り
つ
つ
あ
る
。
だ

が
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
を
も
っ
て
、
日
本
人
の
リ
ス
ク
観
が
欧
米
型
に
一

方
的
に
収
束
し
つ
つ
あ
る
の
だ
、
と
結
論
す
る
の
は
あ
ま
り
に
も
早
計
だ

ろ
う
。
リ
ス
ク
観
や
国
民
性
・
生
活
感
情
は
、
何
百
年
・
何
千
年
と
い
う
長

い
歴
史
と
風
土
の
産
物
な
の
だ
。
時
と
場
合
に
よ
っ
て
多
少
の
揺
れ
が
生

じ
た
と
し
て
も
、
根
底
の
基
本
線
は
決
し
て
揺
ら
ぐ
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。 

        

　
今
流
行
の
ゲ
ー
ム
理
論
の
視
点
か
ら
、
リ
ス
ク
対
応
に
関
す
る
日
米
比

較
分
析
を
試
み
て
み
よ
う
。 

　
２
つ
の
対
照
的
な
社
会
を
比
較
分
析
し
た
い
。
第
一
に
、
か
つ
て
の
日

本
の
よ
う
に
、
銃
器
が
な
く
て
も
社
会
秩
序
が
守
ら
れ
て
い
る
「
安
全
な

社
会
」
を
問
題
に
し
よ
う
。 

　
ヤ
ス
シ
と
ヒ
ロ
シ
と
い
う
名
の
２
人
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
い
る
と
想
定
す

る
。
各
人
は
自
分
の
身
の
安
全
の
た
め
に
、
銃
を
所
持
す
べ
き
か
ど
う
か

を
思
案
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
利
得
表
は
、
図
２
の
よ
う
に
な
ろ
う
。 

　
銃
の
所
持
が
法
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
安
全
な
社
会
に
お
い
て
、
敢
え

て
銃
を
所
持
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
経
済
的
に
も
心
理
的
に
も
大
変
な
コ
ス

 

　

 

　

 

　

 

　

 

　

 

　

 

       

　

 

 

 

　

 

　

 

　

 

       

　

 　

 

　

 

 

 

 

 

　

 

　

 

　

 

 

 

 

 

 

　
　

　
　

安
全
社
会
と
危
険
な
社
会

　
　
　
　
　
―
ゲ
ー
ム
理
論
の
視
点
か
ら
　

銃を所持

ヒ　ロ　シ
不所持

（筆者が独自に作成）

ヤ
　
ス
　
シ

銃
を
所
持

不
所
持

図2 安全な社会―銃の所持ゲーム
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銃を所持

ビ　リ　ー
不所持

（筆者が独自に作成）

ア
　
ー
　
ニ
　
ー

銃
を
所
持

不
所
持

図3 危険な社会―恐怖の均衡
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ト
が
要
る
（
２
人
と
も
に
マ
イ
ナ
ス
４
の
利
得
）。
そ
の
一
方
に
お
い
て
、

も
し
２
人
が
銃
を
所
持
し
な
い
な
ら
ば
、
各
人
は
安
全
で
枕
を
高
く
し
て

安
眠
で
き
よ
う
（
と
も
に
プ
ラ
ス
５
の
利
得
）。 

　
問
題
な
の
は
、
１
人
が
銃
を
持
ち
、
も
う
１
人
が
銃
を
持
た
な
い
非
対

称
的
状
況
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
も
銃
所
持
の
摘
発
コ
ス
ト
が
な
お
残
る

反
面
（
マ
イ
ナ
ス
２
の
利
得
）、
銃
を
所
持
し
な
い
こ
と
の
利
益
が
相
当
に

あ
る
と
み
な
せ
よ
う
（
プ
ラ
ス
３
の
利
得
）。 

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
安
全
な
社
会
に
お
け
る
「
銃
の
所
持
ゲ
ー
ム
」
は
、

図
２
の
よ
う
に
な
る
。
タ
テ
方
向
や
ヨ
コ
方
向
に
眺
め
て
、
対
応
す
る
２

つ
の
数
字
の
中
で
大
き
い
も
の
に
星
印
「
＊
」
を
付
け
る
。
詳
し
い
こ
と
は

省
略
す
る
が
、
ゲ
ー
ム
の
均
衡
は
、
星
印
「
＊
」
が
２
つ
付
い
た
、
右
下
の

ボ
ッ
ク
ス
に
よ
っ
て
表
せ
る
（
点
線
の
サ
ー
ク
ル
に
よ
っ
て
も
示
す
）。
つ

ま
り
、
銃
を
所
持
し
な
い
こ
と
が
、
個
人
的
に
も
社
会
的
に
も
最
善
の
リ

ス
ク
対
策
と
な
る
わ
け
だ
。 

　
次
に
、
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
、
銃
器
に
守
ら
れ
な
け
れ
ば
犯
罪
が
発
生

し
が
ち
な
「
危
険
社
会
」
を
分
析
し
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
２
人
の
プ
レ
ー
ヤ

ー
は
―
ア
ー
ニ
ー
と
ビ
リ
ー
―
合
法
的
に
銃
を
購
入
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。 

　
図
３
が
示
す
よ
う
に
、
一
方
に
お
い
て
、
も
し
も
ア
ー
ニ
ー
と
ビ
リ
ー

が
と
も
に
銃
を
所
持
す
れ
ば
、
各
人
の
身
の
安
全
は
そ
れ
な
り
に
確
保
で

き
る
（
と
も
に
プ
ラ
ス
１
の
利
得
）。
他
方
に
お
い
て
、
も
し
２
人
が
と
も

に
銃
を
所
持
し
な
い
場
合
に
は
、
余
分
な
出
費
が
か
か
ら
ず
、
非
常
に
利

得
が
大
き
い
（
と
も
に
プ
ラ
ス
５
の
利
得
）。 

　
問
題
は
、
１
人
だ
け
が
銃
を
所
持
す
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
の
ケ
ー
ス

で
は
、
銃
の
独
占
者
は
心
理
的
に
優
位
に
立
ち
、
最
大
の
利
得
が
得
ら
れ

よ
う
（
プ
ラ
ス
７
の
利
得
）。
そ
の
反
面
、
銃
を
持
た
な
い
者
は
「
相
手
か

ら
い
つ
襲
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
恐
怖
感
に
か
ら
れ
る
だ
ろ
う

（
マ
イ
ナ
ス
４
の
利
得
）。 

　
危
険
な
社
会
の
ゲ
ー
ム
の
均
衡
は
、
左
上
の
ボ
ッ
ク
ス
に
よ
っ
て
示
さ

れ
る
（
詳
し
い
議
論
は
割
愛
す
る
）。
こ
こ
で
は
、
各
人
は
身
の
安
全
の
た

め
に
銃
を
所
持
す
る
た
め
に
追
い
込
ま
れ
る
の
だ
。
だ
が
も
ち
ろ
ん
、
こ

の
状
態
は
社
会
全
体
の
立
場
で
は
最
善
の
状
態
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、

右
下
の
ボ
ッ
ク
ス
の
数
字
の
和
の
ほ
う
が
は
る
か
に
大
き
い
か
ら
で
あ

る
。
危
険
な
社
会
は
い
わ
ば
「
恐
怖
の
均
衡
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
個
人
的

に
妥
当
と
思
わ
れ
る
戦
略
な
の
だ
が
、
社
会
全
体
の
最
適
状
態
を
全
然
保

証
し
な
い
、
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

       

　
現
在
の
わ
が
日
本
は
安
全
な
社
会
な
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
危
険
な

社
会
な
の
だ
ろ
う
か
。
か
つ
て
稀
代
の
日
本
学
者
・
山
本
七
平
氏
に
よ
っ

て
「
安
全
と
水
が
タ
ダ
の
国
」
と
形
容
さ
れ
た
国
で
は
あ
る
が
、
最
近
の

日
本
を
観
察
す
る
と
、
か
つ
て
の
安
全
と
安
定
性
は
相
当
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
よ
う
だ
。
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
流
の
「
銃
社
会
」
の
よ
う
な
、
極
端
な
危
険

社
会
に
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。 

 

「
安
全
」
と
い
う
も
の
は
、「
ゆ
と
り
」、「
や
す
ら
ぎ
」、「
お
お
ら
か
さ
」

な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
お
カ
ネ
だ
け
で
購
入
可
能
と
い
う
も
の
で
は
な
い

の
だ
。
ア
メ
リ
カ
と
日
本
は
、
そ
れ
ぞ
れ
世
界
第
一
お
よ
び
世
界
第
二
の

「
経
済
大
国
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
国
も
望
ま
し
い
「
生
活

大
国
」
と
は
到
底
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
は
何
よ
り
も
「
効
率
優

先
」
の
国
で
あ
り
、「
優
勝
劣
敗
」
の
激
し
い
競
争
社
会
で
あ
る
。
こ
う
い

う
「
金
銭
至
上
主
義
」
が
人
々
の
間
の
格
差
を
過
度
に
激
化
さ
せ
、
拝
金

主
義
と
不
動
産
・
株
価
バ
ブ
ル
を
招
来
さ
せ
た
。
そ
し
て
遂
に
は
、
今
日

観
察
さ
れ
る
よ
う
な
バ
ブ
ル
の
崩
壊
、
お
よ
び
そ
れ
に
続
く
世
界
同
時
不
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か
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況
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
だ
。 

　
既
存
の
主
流
派
経
済
学
に
よ
る
と
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
つ
ま
り
国
民
所
得
の
増

大
が
国
民
の
「
ゆ
た
か
さ
」
を
意
味
す
る
、
と
ス
ト
レ
ー
ト
に
考
え
る
傾

向
が
あ
る
。
だ
が
、
本
当
の
意
味
で
の
「
ゆ
た
か
さ
」
と
は
、
単
な
る
金
銭

上
の
大
小
だ
け
で
は
計
測
で
き
な
い
「
何
者
」
か
な
の
だ
。
す
な
わ
ち
、
物

質
的
・
金
銭
的
な
意
味
だ
け
で
は
な
く
、
時
間
的
・
空
間
的
・
精
神
的
な
内

容
を
含
め
た
、
真
の
意
味
で
の
総
合
的
ゆ
た
か
さ
が
問
題
な
の
で
あ
る
。 

　
さ
ら
に
、
ゆ
た
か
な
生
活
の
意
味
を
考
え
る
時
に
欠
か
せ
な
い
視
点
と

し
て
、「
自
然
」
と
「
人
間
」
と
の
関
係
が
あ
る
。
産
業
革
命
以
来
３
０
０

年
有
余
、
人
間
の
経
済
社
会
の
発
展
の
影
に
は
、
自
然
環
境
の
破
壊
と
化

石
燃
料
の
浪
費
が
随
伴
し
て
い
た
。
既
存
の
経
済
学
の
歴
史
を
見
る
と
、

自
然
と
人
間
の
あ
る
べ
き
関
係
を
取
り
上
げ
、
正
し
い
生
活
環
境
を
守
る

と
い
う
視
点
が
欠
如
し
が
ち
で
あ
っ
た
。
欧
米
流
の
伝
統
的
な
経
済
モ
デ

ル
で
は
、
自
然
や
環
境
は
不
変
の
「
与
件
」
と
仮
定
さ
れ
、
そ
の
与
件
の
中

で
経
済
活
動
が
ど
の
よ
う
に
効
率
よ
く
営
ま
れ
る
か
が
、
専
ら
関
心
の
的

で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
現
在
の
よ
う
に
、
世
界
中

が
深
刻
な
不
況
に
見
舞
わ
れ
、
貧
困
、
生
活
不
安
、

環
境
破
壊
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の
大
問
題
が
噴
出

し
て
く
る
と
、
既
存
の
経
済
学
や
経
済
学
者
の
実

用
価
値
が
真
剣
に
問
わ
れ
て
く
る
。 

　
今
こ
そ
私
た
ち
は
、「
経
済
大
国
」
か
ら
「
生
活

大
国
」
へ
の
価
値
転
換
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
。
そ
れ
と
と
も
に
、
新
し
い
世
紀
に
ふ
さ

わ
し
い
「
新
し
い
経
済
学
」
の
構
築
が
切
に
待
た

れ
て
い
る
の
だ
。
こ
の
学
問
の
再
生
に
お
い
て
、

主
役
の
座
を
演
じ
る
の
が
「
生
活
者
」
と
い
う
概

念
で
あ
る
。
人
間
は
、
ま
ず
何
よ
り
も
「
生
活
者
」

な
の
だ
。
生
活
者
は
全
て
の
点
で
「
ゆ
た
か
で
、
ゆ

と
り
の
あ
る
生
活
」
を
目
指
す
。
ふ
る
さ
と
を
失
い
、
自
然
を
失
っ
た
人

間
は
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
失
い
、
ま
こ
と
に
惨
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に

お
い
て
、
わ
が
日
本
で
活
躍
し
た
「
近
江
商
人
」
の
精
神
に
学
ぶ
こ
と
が

有
用
で
あ
る
と
思
う
の
で
、
次
に
や
や
詳
し
く
紹
介
し
た
い
。 

       

　
私
た
ち
は
現
在
、「
百
年
に
一
度
」
と
も
い
わ
れ
る
世
界
大
不
況
に
直
面

し
て
い
る
。
今
回
の
危
機
は
、
世
界
の
人
々
に
対
し
て
、「
長
期
的
な
信
用

確
保
よ
り
も
、
目
先
の
金
銭
計
算
の
ほ
う
が
優
先
さ
れ
る
価
値
観
と
生
活

様
式
」
を
厳
し
く
問
い
直
す
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
と
感
じ
る
。
そ
れ
で

は
、
人
間
の
尊
厳
や
「
ヒ
ュ

ー
マ
ン
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」（
人

間
の
安
全
保
障
）
を
復
活
さ

せ
る
た
め
に
、
私
た
ち
に
「
導

き
の
赤
い
糸
」
を
与
え
る
も

の
は
一
体
何
で
あ
る
だ
ろ
う

か
。 

　
読
者
は
、
近
江
商
人
の
「
売

り
手
よ
し
、
買
い
手
よ
し
、

世
間
よ
し
」
と
い
う
、
い
わ

ゆ
る
「
三
方
よ
し
」
の
精
神

を
御
存
知
だ
ろ
う
か
。
本
稿

の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
近

 

　

 

 

 

 

 

　

 

　

 

　

 

 

 

 

 

 

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　

近
江
商
人
に
学
ぶ
―
危
機
に
克
つ
「
三
方
よ
し
」

　 　

　

　

 

　 　

　

　

　

 

（小倉榮一郎『金持商人一代記』言　社、
1984年の表紙絵を参考に作成）

図4 近江商人と天秤棒―勤勉とバランス感覚

　

　

　

　

　

 

 

　 　

　 　

    

　 　   　

　 　    

  

  

    

  

8CEL Jul .  2009  



龍
谷
大
学
経
済
学
部
現
代
経
済
学
科
教
授
、
滋
賀
大
学
名
誉
教
授
、
筑
波
大
学
名
誉

教
授
。
1
9
4
0
年
大
阪
府
生
ま
れ
。
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究

科
博
士
課
程
修
了
、
経
済
学
博
士
。
専
門
分
野
は
、
経
済
理
論
・
経
済
政
策
（
含
経

済
事
情
）。
主
な
著
書
は
、『
不
確
実
性
の
経
済
学
』（
有
斐
閣
）、『
リ
ス
ク
社
会
を
見

る
目
』（
岩
波
書
店
）、『
リ
ス
ク
学
事
典
』（
共
編
・
T
B
S
ブ
リ
タ
ニ
カ
）、『
リ
ス

ク
、
環
境
お
よ
び
経
済
』（
共
編
著
・
勁
草
書
房
）
な
ど
。 

◎
酒
井 

泰
弘
（
さ
か
い
・
や
す
ひ
ろ
） 
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江
商
人
の
家
訓
・
教
え
を
幾
つ
か
紹
介
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
三
方
よ
し
の

精
神
を
現
代
に
ど
の
よ
う
に
生
か
す
の
か
を
考
え
て
み
よ
う
。 

　
近
江
商
人
の
理
念
の
中
心
と
な
る
の
は
、
勤
勉
と
節
度
と
バ
ラ
ン
ス
感

覚
で
あ
る
。
例
と
し
て
、
五
個
荘
の
松
井
久
左
衛
門
家
に
伝
わ
る
「
家
訓
」

を
現
代
風
に
書
い
て
お
こ
う
。 

「
天
秤
棒
と
星
。 

精
を
出
し
て
働
く
こ
と
が
第
一
。 

奢
る
こ
と
な
く
、
ケ
チ
る
こ
と
も
な
く
、
陰
徳
善
行
を
心
が
け
よ
。 

奢
る
も
の
は
久
し
か
ら
ず
」 

　
松
井
家
の
店
印
は
「
天
秤
棒
と
星
」
で
あ
る
。
前
ペ
ー
ジ
の
図
４
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
天
秤
棒
は
日
常
の
荷
役
に
便
利
で
あ
り
、
こ
れ
が
活
発

に
動
く
の
は
、
商
売
繁
盛
や
勤
勉
さ
を
表
す
。
さ
ら
に
、
天
秤
棒
は
商
人

の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
磨
く
の
に
有
用
で
あ
り
、
強
欲
や
暴
利
を
避
け
て
、

世
間
や
自
然
を
含
め
て
「
三
方
よ
し
」
の
精
神
を
体
現
し
て
い
る
。 

　「
星
」
は
起
業
の
成
功
の
象
徴
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
人
々
の
勤
勉
さ
を

示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
星
が
な
お
残
る
早
朝
に
家
を
出
発
し
、
夕
方
遅

く
星
を
背
負
い
な
が
ら
帰
宅
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。 

　
生
活
者
に
と
っ
て
の
経
済
と
生
活
設
計
を
考
え
る
上
で
、「
三
方
よ
し
」

の
精
神
は
現
代
で
も
生
き
て
い
る
。
広
い
視
野
に
立
っ
て
、
バ
ラ
ン
ス
よ

く
、
人
間
の
長
い
信
頼
関
係
を
大
切
に
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
経
済
学

の
再
生
に
と
っ
て
、
ま
こ
と
に
重
要
な
視
点
を
提
供
し
て
い
る
と
思
う
。 
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榮
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ビ
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